
未来戦略推進プラン２０２２の策定にあたって 

令和 3年度は、新型コロナウイルス感染症との激闘の 1年になりました。100年に 1度とも言
える災禍の中にあって、区民生活を支える施策を全力で展開することに加え、中長期にわたり区
政の羅針盤となる「後期・基本計画」の検討も同時に進め、策定したところです。 

こうした中で、豊島区は、令和 4年度に区制施行 90周年を迎えます。 
これまでを振り返れば、70周年では、区財政の危機から脱却を目指し、本格的に「文化による

まちづくり」をスタートさせました。80 周年では、東日本大震災により全国的に危機事象への取組

が進むなか、「オールとしま」で安全・安心を高めるセーフコミュニティの国際認証へとつなげることが
できました。 
豊島区は、周年を機に、一歩一歩ではありますが、その時代の社会動向を見極めながら本区

の個性に織り込み、成長を続けてきたのであります。そして、国内外から多くの人をひきつける魅力
あるまちへと大きな変貌を遂げました。 

90 周年は、100 周年に向けた新たなスタートとして位置づけ、「過去から学び、今日のために

生き、未来に対して希望をつなぐ」一年としたいと考えています。また、多くの区民の皆さんにまちづ
くりへの参画を呼びかけ、人の絆を広げ、豊島区の未来を創る“人”を育てることにより、「誰もが主
役になれる価値あるまち」を実現してまいります。 

「後期・基本計画」では、新型コロナウイルス対策をはじめとする、福祉や子育て、教育、安全・
安心などを最優先としながら、「SDGs 推進」、「DX の推進」、「参画と協働」の視点からあらゆる
施策をバージョンアップさせることにより、日本の推進力となる「SDGs 未来都市」としての責務を果

たすとともに、将来像である、「国際アート・カルチャー都市」の実現を目指すこととしています。 
基本計画の実施計画としての性格を持つ本プランでは、令和４年度の基本的な方向性を、

直面する課題に向き合いつつ、将来を見据えて令和３年度に掲げた、「４つの重点テーマ」を継

承することといたしました。豊島区の将来を切り拓く目標が明確になった今、新しい目標を設定す
るのではなく、この一年の着実な成果を、さらに発展させることにより、将来への礎を確固たるものに
できるよう邁進してまいります。 

令和４年３月 
 

豊島区長 
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